
第 53号                                          平成 31年 4月 1日 

1 
 

新
元
号
令
和
の
時
代 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
木
曽 

 

清
三 

  

平
成

31

年
４
月
１
日
新
元
号
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。248

番
目
の
新
元
号
は
「
令
和
」RE

IW
A

だ
そ
う
で
す
。
平
成3

1

年
５
月
１
日
天
皇
が
即

位
さ
れ
新
元
号
令
和
の
時
代
と
な
り
ま
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
元
号
が
決
ま
る
に
は
６
つ
の
候
補
案
が
あ

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
報
道
に
よ
る

と
日
本
古
典
か
ら
「
広
至
」
「
令
和
」
「
英
弘
」

の
３
つ
、
中
国
古
典
か
ら
「
万
和
」「
久
化
」「
万

保
」
。
最
終
投
票
は
令
和
が
７
票
、
広
至
１
票
、

英
弘
１
票
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
令
和
は
日
本
最

古
の
和
歌
集
・
地
位
や
身
分
に
関
係
な
く
庶
民

の
歌
も
載
せ
た
万
葉
集(

4
,5
00

首
以
上
の
収
録

1
2
00

年
前
の
歌
集)

か
ら
、「
令
」
は
中
心
・
リ

ー
ダ
ー
、「
和
」
は
家
族
の
ま
と
ま
り
。
＝
時
に

初
春
の
令
に
気
淑
く
風
和
ら
ぎ
＝
か
ら
き
た
よ

う
で
す
。
外
務
省
の
海
外
発
信
は

be
ut

if
ul

l 

h
a
mo
ny

（
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
）

「
人
々
が
愛
し
心
を
寄
せ
合
う
中
で
文
化
が
生

ま
れ
育
つ
」「
悠
久
の
歴
史
と
四
季
折
々
の
文
化
、

次
の
時
代
に
引
き
継
ぐ
」「
桜
の
花
の
よ
う
に
日

本
人
が
明
日
へ
の
希
望
を
咲
か
せ
る
」
と
の
こ

と
で
す
。 

 

暫
く
は
５
月
１
日
以
降
に
な
っ
て
も
「
平
成
」

も
併
用
し
て
も
い
い
と
の
事
で
す
か
ら
幻
の
平

成

3
1

年
５
月
１
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
そ
う

で
す
。 

 

元
号
は
紀
元
前
の
中
国
「
建
元
」
ケ
ン
ゲ
ン

か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
日
本
で
最
初
の
元

号
は
「
大
化
の
改
新
」
で
有
名
な
大
化
（
タ
イ

カ
）
、64

5

年
か
ら65

0

年
頃
と
の
説
も
あ
り
ま

す
。 

 

明
治22

年
に
一
世
一
元
制
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
の
と
き
も
修
文
（
シ
ュ
ウ
ブ
ン
）・
正
化
（
セ

イ
カ
）
の
候
補
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
何
と
言

っ
て
も
良
か
っ
た
の
は
戦
争
の
な
い
時
代
で
し

た
。
今
回
も
明
治(m

ei
ji

)

、
大
正(t

ai
sh

o)

、

昭
和(

s
ho
wa
)

、
平
成
（he

is
ei

）
の
略
字
と
使

用
さ
れ
る
Ｍ
、
Ｔ
、
Ｓ
、
Ｈ
の
文
字
は
敬
遠
さ

れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
令
で
も
令
で
も
良

い(

文
化
庁)

 

ア
ク
セ
ン
ト
〔
レ
イ
〕
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
自
由
と
の
こ
と
で
す
。 

 

 

今
年
は
地
方
統
一
選
挙
、
墨
田
区
も
区
長
、

区
議
会
選
挙
が
４
月

2
1

日
に
結
果
が
出
ま
し

た
。
区
長
に
は
２
期
目
の
山
本
亨
氏
、
す
み
だ

史
談
会
の
名
誉
会
長
も
引
続
き
お
願
い
し
て

「
す
み
だ
」
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。
区
議
会
議
員
も
木
内
清
会
員
、
佐

藤
篤
会
員
、
井
上
ノ
エ
ミ
会
員
、
渋
田
ち
し
ゅ

う
会
員
、
藤
崎
こ
う
き
会
員
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

誇
り
あ
る
す
み
だ
を
目
指
し
て
共
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 
 
 
 

 

 

 
 

５３ 

開始時間：１０：００〜２１：００ 

年中無休 TEL ０３－６７９６－６３４１ 
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旧
制
中
学
（府
立
、
市
立
） 

 
 

 
と
進
学
状
況
の
要
約 

髙
木 

新
太
郎 

 

１
． 

墨
田
区
の
後
期
中
等
教
育
（
高
校
）
の

特
徴 

 

現
在
の
高
校
は
改
革
が
進
行
中
で
、
代
表
例

は
九
段
高
校
で
あ
る
。
戦
前
は
市
立
第
一
中
学

と
し
て192

4

年
に
設
立
さ
れ
、
新
制
高
校
で

は
都
立
九
段
高
校
と
な
り
、20

06

年
に
「
千

代
田
区
立
九
段
中
等
教
育
学
校
」
と
な
っ
た
。

こ
の
変
遷
は
、
教
育
制
度
の
変
化
が
背
景
に
あ

り
、
そ
の
歴
史
面
と
進
学
状
況
を
述
べ
た
い
。

今
回
は
第
二
次
大
戦
前
で
、
戦
後
は
制
度
が
大

き
く
変
わ
っ
た
た
め
、
次
回
に
譲
る
。 

 

現
在
の
墨
田
区
の
都
立
高
校
は
、
㋐
両
国
、

㋑
墨
田
川
、
㋒
日
本
橋
（200

9

年
に
中
央
区

か
ら
現
在
地
に
移
転
）
、
㋓
本
所
が
普
通
科
で
、

㋔
橘
が
産
業
科
と
な
る
。
こ
れ
以
外
に
、
都
立

養
護
学
校
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
㋐
～
㋒
の
３
校

が
旧
制
中
学
に
源
流
が
あ
り
、
都
内
最
大
の
旧

制
中
学
が
多
い
区
で
あ
る
。
旧
制
中
学
は

24

校
予
定
し
て
い
た
が
、2

3

校
設
立
さ
れ
、
旧

制
中
学
が
な
い
区
も
複
数
以
上
あ
っ
た
。 

 

㋔
の
設
立
経
緯
は
当
時
の
向
島
区
の
教
育

へ
の
熱
意
を
示
す
。
橘
の
母
体
は
㋕
向
島
商
業

と
㋖
向
島
工
業
で
、
両
都
立
高
校
を
統
合
し
た
。

㋕
は1
935

年
に
「
東
京
市
向
島
女
子
商
業
学

校
（
区
立
３
年
制
）」
と
し
て
開
校
し
た
。19

43

年
に
修
業
年
限
を
４
ヶ
年
と
し
、
都
立
に
改
称

し
た
。
㋖
は
複
雑
で
あ
る
。193

7

年
に
吾
嬬
製

鋼
所
の
社
長
が
工
業
教
育
振
興
と
し
て

5
0

万

円
を
東
京
市
に
寄
付
し
た
。
こ
れ
を
基
金
と
し

て193
8

年
に
東
京
市
立
向
島
工
業
学
校（
第
一

本
科
）
が
５
年
制
工
業
学
校
で
開
校
さ
れ
た
。

1
943

年
に
第
一
本
科
と
第
二
本
科
（1

939

年
）

の
修
学
年
数
を
４
年
制
と
し
、
都
立
向
島
工
業

と
改
称
し
た
。
向
島
区
は
吾
嬬
・
寺
島
・
隅
田

の
３
町
が
合
併
し
、19

32

年
成
立
し
た
区
で
あ

っ
た
。
官
民
挙
げ
て
教
育
に
熱
心
だ
っ
た
事
が

わ
か
る
。 

２
．
戦
前
の
教
育
略
史 

⑴
学
校
教
育
全
体 

・1872

年
「
学
制
」
発
布
。
山
田
恵
吾
編
著
『
日

本
教
育
文
化
史
を
学
ぶ
』に
よ
れ
ば
、“
「
学
制
」

は
、
日
本
初
の
近
代
的
公
教
育
制
度
を
想
定
し

た
法
令
で
あ
る
”
と
し
、
約
半
年
前
に
刊
行
さ

れ
た
『
学
問
の
す
ゝ
め
』（187

2
年
）
と
比
較

し
た
。“
「
学
制
発
布
書
」
に
は
「
一
国
独
立
す
」

や
「
生
ま
れ
な
が
ら
貴
賤
上
下
に
区
別
な
く
」

と
い
っ
た
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
の
キ
ー
ワ
ー
ド

が
無
く
、『
学
問
の
す
ゝ
め
』
に
は
無
い
民
費
負

担
や
強
制
就
学
の
構
想
が
あ
っ
た
。”
。 

・18
86

年 

帝
国
大
学
令
、
師
範
学
校
令
、
中

学
校
令
、
小
学
校
令
を
勅
令
と
し
て
公
布
。
初

代
文
部
大
臣
の
森
有
礼
は
学
校
制
度
の
大
改
革

を
行
な
っ
た
。“
「
学
制
」
以
来
の
主
要
な
４
つ

の
学
校
を
基
本
と
す
る
方
針
は
、
第
二
次
大
戦

ま
で
引
き
継
が
れ
た
た
め
、
こ
こ
に
日
本
の
近

代
学
校
体
系
の
基
礎
が
確
立
し
た
と
い
え
る
”

（
山
田
編
著
）。 

⑵
初
等
教
育
の
動
向 

・19
00

年 

第
三
次
小
学
校
令
の
公
布
。
日

本
で
初
め
て
４
年
制
の
義
務
教
育
制
度
が
確

立
し
、
授
業
料
は
原
則
廃
止
と
な
っ
た
。190

7

年
に
６
年
制
と
な
っ
た
が
、19

41

年
に
提
案

さ
れ
た
“
義
務
教
育
の
８
年
制
”
は
実
現
し
な

か
っ
た
。 

⑶
中
等
教
育
制
度 

・189
9

年 

中
学
校
令
改
正
。
実
業
学
校
令
、

高
等
女
学
校
令
の
公
布
。“1

899

年
は
日
本
の

中
等
教
育
制
度
史
上
重
要
な
画
期
を
な
す
年

で
あ
っ
た
。（
中
略
）
男
子
の
中
学
校
、
女
子

の
高
等
女
学
校
、
そ
し
て
実
業
学
校
の
３
種
が

そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
法
令
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、

戦
前
の
中
等
教
育
制
度
の
３
本
柱
が
出
揃
っ

た
の
で
あ
る
”
（
片
桐
・
木
村
編
著
『
教
育
か

ら
見
る
日
本
の
社
会
と
歴
史
』）。
こ
こ
に
中
等

教
育
は
多
様
化
・
複
雑
化
し
た
。
特
に
、
上
へ

の
進
学
を
制
度
上
、
保
障
さ
れ
て
い
た
の
は
中

学
校
で
あ
っ
た
。 

３
．
旧
制
中
学
の
状
況 

⑴
対
象
の
府
立
中
学
等
の
前
提 

 

こ
こ
で
は
府
立
中
学
と
市
立
中
学
を
対
象

と
す
る
。
市
立
中
学
は
市
立
一
中
（19

24

年

設
立
、
後
の
九
段
高
校
）
、
市
立
二
中
（192

4

年
、
上
野
）
、
市
立
三
中
（194

0

年
、
文
京
）

の
３
校
で
あ
る
。 

 

他
方
、
府
立
は
一
中
（
日
比
谷
）
～
二
十
三

中
（1

943

年
、
大
森
）
の2

3

校
あ
り
、
ど
の

時
点
を
採
る
か
の
判
断
が
必
要
に
な
る
。190

1

年
７
月
か
ら
“
中
学
校
校
名
の
「
東
京
府
」
を

「
東
京
府
立
」
と
改
め
”
た
（
岡
田
孝
一
『
東

京
府
立
中
学
』）。
同
書
等
を
参
照
し
、
設
立
年

次
を
次
の
よ
う
に
し
た
。
一
中1

878

年
、
二

中
（
立
川
）1

90
1

年
、
三
中
（
両
国
）190

1

年
、
四
中
（
戸
山
）1

901

年
ま
で
が
明
治
時

代
の
設
立
で
あ
っ
た
。
五
中
（
小
石
川
）191

9

年
、
六
中
（
新
宿
）1

922

年
、
七
中
（
墨
田

川
）1

922

年
、
八
中
（
小
山
台
）192

3

年
、

九
中
（
北
園
）19

28

年
は
ほ
ぼ
大
正
期
で
あ

っ
た
（
九
中
は
昭
和
初
期
）。
十
中
（
西
、193

7

年
）
以
後
は
中
等
教
育
へ
の
需
要
が
増
加
し
、

中
学
も
急
増
し
た
。
要
点
は
二
つ
で
あ
る
。
第

一
は
十
七
中
（19

40

年
）
の
扱
い
で
、
敷
地

の
確
保
の
み
で
校
舎
の
建
設
は
戦
後
だ
っ
た
。

十
七
中
の
本
流
が
葛
飾
野
、
亜
流
が
日
本
橋
と

な
っ
た
。
第
二
は
、1

940

年
設
立
が
８
校
と

多
い
こ
と
だ
。 

⑵
旧
制
中
学
の
旧
制
高
校
へ
の
進
学 

 

第
１
の
資
料
は
岡
田
著
か
ら
で
、「
飛
び
級 

＋
現
役
」
を
対
象
に
し
た
高
校
入
学
者
数

（192
8

～37

年
の
年
計
と
し
た
）
で
あ
る
。

こ
の
期
の
高
校
入
学
は
、
一
中
（7

54

人
）
と

四
中
（8

86

人
）
の
争
い
で
あ
っ
た
。
三
中
（23

4 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
(

次
頁
に
続
く) 
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旧
水
路
研
究
ノ
ー
ト 

六
間
堀
は
い
つ
誕
生
し
た
か 

 

―
検
証
・万
治
開
削
説
― 旧

水
路
ラ
ボ 

 

一
．
六
間
堀
と
は 

 

墨
田
区
に
は
隅
田
川
を
初
め
、
多
く
の
水
辺

が
あ
り
ま
す
が
、
か
つ
て
は
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
川
や
堀
が
あ
り
、
数
百
年
も
の
間
、
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て

い
ま
し
た
。 

 

六
間
堀
も
そ
の
一
つ
で
、
墨
田
区
の
南
か
ら

江
東
区
へ
と
流
れ
た
、
幅
一
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
水
路
で
す
。
堀
及
び
そ
の
周
辺
は
、
松
尾
芭

蕉
や
尾
形
乾
山
、
伊
東
深
水
等
の
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
知
ら
れ
、
江
戸
前
寿
司
発
祥
の
地
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
、
六

間
堀
そ
の
も
の
の
知
名
度
は
高
く
な
く
、
研
究

も
進
ん
で
い
な
い
た
め
、
誕
生
か
ら
終
焉
に
至

る
ま
で
、
謎
多
き
水
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本

稿
で
は
、
そ
う
い
っ
た
謎
を
解
明
す
る
第
一
歩

と
し
て
、
六
間
堀
の
誕
生
時
期
に
関
す
る
従
来

の
説
を
検
討
し
、
問
題
点
を
探
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。 

二
．
万
治
開
削
説 

 

六
間
堀
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
万
治
年
間

（
一
六
六
〇
年
前
後
）
の
本
所
開
発
で
開
削
さ

れ
た
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
『
墨
田
区
史
』
や

『
墨
田
誌
考
』
の
他
、『
御
府
内
備
考
』
や
『
葛

西
志
』
と
い
っ
た
文
政
期（
一
八
二
〇
年
前
後
）

の
幕
府
関
係
の
文
献
で
も
こ
の
説
が
採
用
さ
れ

て
お
り
、
長
年
、
通
説
的
地
位
を
保
っ
て
き
た

よ
う
で
す
。 

三
．
万
治
説
に
対
す
る
疑
問 

 

し
か
し
、
万
治
開
削
説
に
は
、
い
く
つ
も
の

疑
問
点
が
あ
り
ま
す
。 

（
一
）
分
郷
六
間
堀 

『
町
方
書
上
』
の
深
川

海
辺
大
工
町
の
項
に
よ
れ
ば
、
慶
長
元
（
一
五

九
六
）
年
に
深
川
村
分
郷
六
間
堀
が
成
立
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
従
う
な
ら
、
本
所
開
発
の
六

〇
年
以
上
前
か
ら
「
六
間
堀
」
と
い
う
名
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
万
治
説
と
は
矛
盾

し
そ
う
で
す
。 

 

 

 

（
前
頁
よ
り
） 

人
）
と
七
中
（20

2

人
）
は
余
り
差
が
無
く
、

か
つ
人
数
も
多
く
な
か
っ
た
。
市
立
一
中
（26

3  

人
）、
私
立
の
開
成
（553

人
）・
麻
布
（33

0 

人
）
は
そ
れ
な
り
に
健
闘
し
た
。 

 

第
２
の
資
料
は
小
林
著
『
東
大
合
格
高
校
盛 

 

（
二
）
堀
の
形
状 

 

本
所
開
発
で
は
、
竪
川
や
横
川
等
が
造
ら
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
街
路
に
合
わ
せ
て
直
流

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
六
間
堀
は
、
隅
田
川

に
沿
う
よ
う
に
曲
流
し
て
お
り
、
計
画
的
に
造

成
さ
れ
た
に
し
て
は
不
自
然
な
流
路
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

（
三
）
周
辺
の
道 

 

寛
文
五
枚
図
を
見
る
と
、
堀
の
南
側
に
、
蛇

行
し
た
道
が
確
認
で
き
ま
す
。
本
所
北
部
の
区

割
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
本
所
開
発
の
時
点

で
既
に
存
在
し
て
い
た
集
落
は
、
区
画
整
理
が

行
わ
れ
ず
、
不
規
則
な
街
区
の
ま
ま
に
さ
れ
ま

し
た
。
六
間
堀
南
部
も
古
く
か
ら
村
落
が
あ
っ

た
た
め
、
蛇
行
し
た
道
が
残
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
所
に
堀
を
通
す
と
は
考

え
に
く
い
で
す
が
、
も
し
村
落
を
貫
く
形
で
堀

を
開
削
し
た
の
な
ら
、
元
か
ら
あ
っ
た
東
西
方

向
の
道
は
堀
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
は
ず
で

す
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
道
は
見
当
た
り
ま

せ
ん
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
万
治
説
に
は
不
可
解
な
点
が 

衰
史
』で
、
旧
制
一
高
入
学
者
（
浪
人
を
含
む
）

で
あ
る
（1934

～4
2

年
の
年
計
）
。
ダ
ン
ト
ツ

の
首
位
は
一
中
（4

30

人
）
だ
っ
た
。
三
中
（12

0

人
）
と
七
中
（2

2

人
）
と
の
差
は
歴
然
で
あ

っ
た
。 

  

多
く
、
む
し
ろ
、
も
っ
と
前
か
ら
六
間
堀
は
存 

在
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
合
理
的
で
す
。 

四
．『
本
所
深
川
起
立
』
の
解
釈 

 

さ
ら
に
、
万
治
説
の
論
拠
と
な
っ
て
い
る

『
本
所
深
川
起
立
』
の
記
述
も
、
実
は
す
っ
き

り
し
な
い
書
き
ぶ
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、「
竪
川
を
上
口
二
十
間
敷
十
四
間
深
さ

一
丈
四
尺
ニ
掘
立
其
後
横
川
十
間
川
六
間
堀

を
も
右
深
さ
に
準
じ
掘
」
と
い
う
記
述
は
、
確

か
に
、
竪
川
と
同
時
期
に
開
削
さ
れ
た
と
も
読

め
ま
す
が
、
元
か
ら
あ
っ
た
水
路
を
一
丈
四
尺

ま
で
掘
っ
た
だ
け
と
も
読
め
る
書
き
方
な
の

で
す
。
横
川
や
十
間
川
も
、
元
々
そ
の
辺
り
に

自
然
河
川
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
れ
ば
、
後
者
の
読
み
方
も
十
分
成
り

立
つ
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

五
．
ま
と
め 

 

以
上
か
ら
、
六
間
堀
の
誕
生
は
万
治
年
間
よ

り
も
遡
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
え
ま
す
。

具
体
的
に
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生
し
た

の
か
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
が
尽
き
ま
し
た
の
で
、

稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
ま
す 
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西
山
幸
一
郎
さ
ん
の
こ
と 

史
談
会
理
事 

阿 

部 

洋 

一 

 

 

西
山
幸
一
郎
さ
ん
は
、
当
す
み
だ
史
談

会
の
副
会
長
を
長
く
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
以
上
に
、
西
山
さ
ん
は
墨
田

区
を
代
表
す
る
職
人
さ
ん
で
し
た
。
押
し

絵
羽
子
板
の
「
成
駒
屋
」
さ
ん
で
、
鴻
月
（
こ

う
げ
つ
）
を
雅
号
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

墨
田
区
伝
統
工
芸
保
存
会
を
立
ち
上
げ
、

初
代
会
長
と
し
て
区
内
の
伝
統
工
芸
界
の

発
展
に
尽
く
す
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
国

に
伝
統
工
芸
の
保
存
活
動
を
活
発
化
さ
せ

る
起
爆
剤
と
な
ら
れ
た
方
で
し
た
。
ア
メ

リ
カ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
初
め
て
日

本
の
繊
細
で
優
れ
た
工
芸
技
能
を
紹
介
し
、

日
本
の
工
芸
技
術
の
源
で
あ
る
中
国
と
の

技
巧
交
流
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
功
績
で
、
日
本
文
化
研
究
で
有
名

な
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
さ
ん
と
一
緒
に
名

誉
都
民
と
な
り
、
続
い
て
、
世
界
の
ホ
ー
ム

ラ
ン
王
・
王
貞
治
さ
ん
と
共
に
、
鴻
月
さ
ん

は
墨
田
区
の
名
誉
区
民
と
な
ら
れ
ま
し
た
。 

 

三
十
一
年
前
、
私
は
、
同
じ
町
内
に
住
む

と
い
う
ご
縁
で
、
西
山
さ
ん
に
誘
わ
れ
史

談
会
の
設
立
総
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
創
立
以
来
の
会
員
と
い
う
訳
で
す
。

ち
ょ
っ
と
自
慢
に
し
て
い
ま
す
。 

 

あ
る
晩
、
西
山
さ
ん
が
我
が
家
を
訪
ね

ら
れ
、
こ
れ
を
見
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
拝
見
す
る
と
、
職
人
の
目
か
ら
見
た
世

相
、
時
流
へ
の
感
懐
、
工
芸
世
界
へ
の
提
言

な
ど
多
方
面
に
渡
る
内
容
の
、
貴
重
な
随
筆

で
し
た
。
文
筆
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
若
干
の
手
直
し
が
必
要
で
し
た
。
そ

ん
な
作
業
が
何
度
か
繰
り
返
さ
れ
、
つ
い
に

西
山
さ
ん
は
こ
れ
を
出
版
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
出
版
に
当
た
っ
て
は
、
や
は
り

史
談
会
の
重
鎮
で
あ
っ
た
「
下
町
タ
イ
ム
ス
」

の
発
行
者
・
今
泉
清
さ
ん
の
お
力
添
え
が
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
お
読
み
に
な
っ
た

方
も
多
い
と
存
じ
ま
す
が
、「
風
の
し
が
ら
み
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
す
。 

 

羽
子
板
職
人
で
あ
る
西
山
さ
ん
が
有
名
人

に
な
る
と
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
が
「
西
山
先

生
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
西
山
さ

ん
は
こ
れ
が
大
嫌
い
で
し
た
。
私
ど
も
は
一

介
の
職
人
で
あ
っ
て
、
芸
術
家
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
、
と
た
し
な
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

言
葉
は
、
墨
田
区
の
伝
統
工
芸
の
世
界
で
、

今
も
生
き
続
け
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
、
絵
筆
を
持
つ
手
に
僅
か
で

も
震
え
が
来
た
ら
私
は
仕
事
を
辞
め
ま
す
、

と
い
う
の
も
、
西
山
さ
ん
の
口
癖
で
し
た
。

言
葉
通
り
、
あ
る
日
、
す
っ
ぱ
り
と
引
退
さ

れ
ま
し
た
。 

 

今
は
、
息
子
さ
ん
が
「
鴻
月
」
を
継
い
で
、

立
派
な
二
代
目
と
な
っ
て
お
い
で
で
す
。 

平
成
三
十
年
度 

す
み
だ
史
談
会
の
一
年 

① 

五
月
二
十
日
（
日
）
定
期
総
会 

三
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会 

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京 

吉
野
間 

② 

七
月
十
五
日
（
日
）
史
跡
探
訪 

 

下
町
す
み
だ
の
文
化
財 

 

墨
田
区
文
化
振
興
財
団
主
任
学
芸
員 

 

五
味 

和
之
氏 

③ 

九
月
九
日
（
日
）
講
演
会 

 

百
花
園
を
訪
れ
た
文
人
墨
客 

 

向
島
百
花
園
八
代
目 

佐
原 

滋
元
氏 

④ 

十
一
月
十
一
日
（
日
）
史
跡
探
訪 

 

下
町
す
み
だ
の
文
化
財 

 

墨
田
区
文
化
振
興
財
団
主
任
学
芸
員 

 

五
味 

和
之
氏 

⑤ 

一
月
六
日
（
日
）
史
跡
探
訪 

 

日
本
橋
七
福
神
巡
り 

⑥ 

二
月
十
七
日
（
日
）
研
究
発
表
会 

・
旧
制
中
学
の
大
学
進
学
等
の
変
遷 

 
 

 
 

 

高
木 

新
太
郎
氏 

・
暗
渠
と
六
間
掘
り 

中
村 

太
郎
氏 

・
昭
和
初
期
の
下
町
の
風
情 

 

 
 

 
 

 
小
木
曽 

清
三
氏 

【
新
入
会
員
】 

松
本 

一
夫 

様 
 
 
 

【
太
平
】 

 

 

【
編
集
後
記
】 

 

新
元
号
の
発
表
、
区
長
・
区
議
会
選
挙
が

あ
り
世
間
は
騒
が
し
く
し
て
い
ま
す
。
会
員

の
区
議
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。 

 

こ
の
機
関
誌
は
年
二
回
、
四
月
と
十
月
に

発
行
し
て
い
ま
す
。 

す
み
だ
史
談
五
十
三
号 

 

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日 

印
刷
発
行 

墨
田
区
吾
妻
橋
一
―
二
三
―
二
〇 

 
 

教
育
委
員
会
文
化
財
内 

 
 
 

発
行
人 

小
木
曽 

清
三 
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